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「世界気候エネルギー首長誓約」
Global Covenant of Mayors for Climate ＆
Energy (GCoM)

10億人以上(8人に1人)が
GCoMに取組む自治体に住んでいる

12,７00以上の自治体

144カ国

過去12か月で、900の新しい自治体

出典：

気候変動に取組む自治体の世界最大のネットワーク
欧州委員会が2008年から欧州域内で開始。
2016年に「Compact of Mayors」と合流、地域事務局を展開。

12,700＋



「世界気候エネルギー首長誓約」のネットワーク

世界に14の地域事務局

出典：Global 
Covenant of 
Mayors 2022 
Impact Reportより
編集

「世界首長誓約/日本」事務局
（名古屋大学）

欧州委員会の受託事業として
2017年から実施

KOREA
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■気候変動・エネルギー政策に取り組む地方自治体等による世界最大の
国際的な同盟。首長が次の項目について自主的に誓約する。

世界気候エネルギー首長誓約

①持続可能なエネルギーの推進
②国の温室効果ガスの削減目標以上の削減
③気候変動の影響への適応

■首長らのリーダーシップにより、持続可能でレジリエント（強靭）な地域づくり
を目指し、地域からアクションを起こし、パリ協定目標達成を地域から支え
貢献する。

Step１: 誓約書に署名

Step２: ｢気候エネルギー行動計画｣の策定

Step３: 実施状況の報告

■誓約後約2年以内に、行動計画を策定（実行計画を位置づけることも可）。
少なくとも2年ごとに実施状況を事務局に報告する。
誓約は「世界首長誓約/日本」事務局を通じ登録、発信される。

３つのステップ



世界首長誓約/日本

バッジ交付式



globalcovenantofmayors.org

私たちの気候変動における緩和策への取組みが、
評価されました。

インベントリ

温室効果ガス基準
年度インベントリ
を推計済み

気候変動対策でリーダーシップを発揮する世界最大の連合である「世界首長誓約」より、
次の活動に対してバッジが授与されます

緩和

目標設定

温室効果ガス削減
目標を設定済み

計画策定

緩和策への取組み
計画を策定済み

globalcovenantofmayors.org

私たちの気候変動における適応への取組みが、
評価されました。

アセスメント

気候リスクと脆弱
性評価をアセスメ
ント済み

気候変動対策でリーダーシップを発揮する世界最大の連合である「世界首長誓約」より、
次の活動に対してバッジが授与されます

適応

目標設定

適応策の目標を
設定済み

計画策定

適応計画を
策定済み

2021年末までに、日本の19の誓約自治体が報告。
2022年4月、世界事務局からバッジ(証明書)交付。
10自治体がCOMPLIANTバッジを取得。

       
   

新たに

１１自治体が
COMPLIANT
バッジを取得！

(総計21自治体)

誓約後、報告内容に応じて、世界事務局がバッジを交付

緩和

適応

2022年は、28自治体が報告済み。

出典：｢世界首長誓約/日本｣リーフレット及びWebサイトより編集



緩和バッジ・適応バッジの交付



私たちの気候変動における緩和策への取組みが、
評価されました。

インベントリ

温室効果ガス基準
年度インベントリ
を推計済み

気候変動対策でリーダーシップを発揮する世界最大の連合である「世界首長誓約」より、
次の活動に対してバッジが授与されます

緩和

目標設定

温室効果ガス削減
目標を設定済み

計画策定

緩和策への取組み
計画を策定済み

私たちの気候変動における適応への取組みが、
評価されました。

アセスメント

気候リスクと脆弱
性評価をアセスメ
ント済み

気候変動対策でリーダーシップを発揮する世界最大の連合である「世界首長誓約」より、
次の活動に対してバッジが授与されます

適応

目標設定

適応策の目標を
設定済み

計画策定

適応計画を
策定済み

大津市
南牧村
鎌倉市

緩和

適応

ニセコ町
岡崎市
中間市

（誓約年順）

大津市
南牧村
高山村
鎌倉市

ニセコ町
岡崎市
中間市

緩和バッジ交付自治体

適応バッジ交付自治体



コンプライアントバッジの交付



東京都  横浜市 広島市  北九州市   五島市

豊橋市  加賀市 京都市   所沢市   木更津市
富山市  豊中市 与謝野町  三島市    豊田市

加西市  松本市  岡山市 小布施町   宇佐市

新潟市    
（21自治体、順不同）



誓約自治体の実践報告

（リレートーク）



誓約自治体の実践報告

―世界気候エネルギー首長誓約―

カーボンニュートラル共創シンポジウム プレイベント

ご参加、ありがとうございました！
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